
縫い方順序

材料

できあがりサイズ

生地を裁断、縫製する前に仕様書の最後まで目を通して下さい。

注!
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X-01 ファーティペット

任意の位置を
5cmくらい縫い残す

合い印の位置を
合わせる

縫い込まれたファーの毛足は
目打ちや針などで引っ張り出しておく

※返し口について
　お使いになるファーのボリュームや
　返しやすさを考慮して返し口の長さを
　お好みで決めて下さい。
　位置はカーブが緩いので衿の内側が
　良いでしょう。

表地(ファー)・・・・・生地巾×0.2m
別布(無地)・・・・・・生地巾×0.2m
スプリングホック・・・1組
※その他、お好みでリボンや釦をご用意ください。

9cm

41.5cm

 X-01ファーティペット

<1>　　　　

ファー素材以外でも作成できます。
表裏の区別が有りませんのでリボンをつける仕様にすれば
リバーシブルでお使いいただくことも可能です。
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2

(裏)

1 衿の周囲を縫う。

1　表地と別布を中表に合わせて周囲を縫う。返し口は縫い残す。

2 スプリングホックをつける。

1　パターンの指示の位置にスプリングホックをつける。

スプリングホック以外にもリボンやループ釦などをつけても良いでしょう

周囲を縫うときに
挟む

リボンの長さは30～35cmを目安に
お好みで決めて下さい

釦

無地でループを作って挟む

2　表に返し、縫い残した部分の縫い代を折り込んでまつる。

表に返す

まつる
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衿　表地1枚
　　別布1枚
X-1

10cm

この線の長さが
それぞれ10cmになるように調節して
プリントしてくださいね

10cm

1.0

1.0

カギホック

BC

X-01 ファーティペット
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